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Sun Fire X4600 サーバー用 ILOM 
補足ドキュメント

この補足ドキュメントには、Integrated Lights Out Manager (ILOM) を Sun Fire 
X4600 サーバーで使用するための情報が含まれています。

ILOM ドキュメントは次の 2 つのカテゴリに分けられています。

■ 『Integrated Lights Out Manager Administration Guide (Integrated Lights Out 
Manager 管理ガイド )』 (819-6808) に含まれている ILOM の一般的な情報

■ この補足ドキュメントに含まれている Sun Fire X4600 サーバーに固有の情報

本書では次の項目に関する情報を提供します。

■ 2 ページの「ドキュメントおよびアップデート」

■ 4 ページの「ハードウェアの情報」

■ 6 ページの「温度、電圧、およびファンセンサー」
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ドキュメントおよびアップデート
このセクションでは、Sun Fire X4600 サーバーで使用可能なドキュメントおよびアッ
プデートについて説明します。

製品のアップデート

ダウンロードできる Sun Fire X4600 サーバー用のアップデートについては、次の 
URL を参照し、本製品に関するページに移動してください。
http://www.sun.com/servers/index.jsp

これらのサイトでは、ファームウェアとドライバ、CD-ROM .iso イメージのアップ
デートが提供されています。

関連ドキュメント

Sun Fire X4600 サーバーのドキュメントセットの説明については、システムに付属し
ている『ドキュメントの場所』シートを参照するか、製品のドキュメントサイトをご
覧ください。次の URL を参照してください。

http://www.sun.com/products-n-
solutions/hardware/docs/Servers/x64_servers/x4600/index.html

これらのドキュメントの一部については、上記に記載されたウェブサイトでフランス
語、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、日本語の翻訳版が入手可能です。英語版
は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

Sun ハードウェアのすべてのドキュメントについては、次の URL を参照してください。

http://www.sun.com/documentation

Solaris およびその他ソフトウェアのドキュメントについては、次の URL を参照して
ください。

http://docs.sun.com
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UNIX コマンドの使い方

本書には、基本的な UNIX® コマンドや、システムのシャットダウンや起動、デバイ
スの設定などの手順に関する情報は含まれていないことがあります。このような情報
については、次のマニュアルを参照してください。

■ システムに付属のソフトウェアマニュアル
■ 次の場所にある Solaris™ オペレーティングシステムのドキュメント

http://docs.sun.com

表記上の規則

サードパーティーのウェブサイト

Sun 社は、本書で挙げているサードパーティーのウェブサイトの利用について責任を
負いません。また、当該サイトまたはリソースから入手可能なコンテンツや広告、製
品またはその他の素材を推奨したり、責任あるいは法的義務を負うものではありませ
ん。さらに、他社のウェブサイトやリソースに掲載されているコンテンツ、製品、
サービスなどの使用や依存により生じた実際の、または嫌疑的な損害や損失について
も責任を負いません。

字体*

* ご使用のブラウザの設定によっては、表示内容が多少異なる場合もあります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレ
クトリ名、および画面上のコン
ピュータ出力を示します。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイルを
表示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面
上のコンピュータ出力とは区別し
て示します。

% su

Password:

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語
句、および変数を示します。変数
の場合には、実際に使用する特定
の名前または値で置き換えます。

『ユーザーズガイド』の第 6 章を参照
してください。

これらはクラスオプションと呼ばれ
ます。

これを行うには、ユーパーユーザーで
ある必要があります。

ファイルを削除するには、rm < ファイ
ル名 > と入力します。
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ハードウェアの情報
このセクションではシステムハードウェアに関する情報を提供します。

サーバーのロケータインジケータ

サーバーのロケータインジケータは、データセンター内の多数のサーバーの中から特
定のサーバーを識別しやすいように点灯できる、1 組の小さなライトです。1 つは
サーバー前面の左上隅にあり、もう 1 つはサーバー背面の上部中央部分にあります。

ハードウェアのポートの場所

ILOM はサーバーのシリアル管理ポートおよび専用のイーサネットポート経由で通信
します。

■ 図 1 は、シリアルポートおよびサービスプロセッサのイーサネットポートの場所を
示します。

■ 図 2 は、シリアルポートを示します。

■ 図 3 は、サービスプロセッサのイーサネットポートを示します。

図 1 サービスプロセッサポートがある Sun Fire X4600 サーバーの後面パネル

シリアルポート
サービスプロセッサのイーサネットポート
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図 2 シリアルポート

図 3 サービスプロセッサのイーサネットポート

サービスプロセッサと BIOS のパスワードを
リセットする方法

この手順を実行すると、サービスプロセッサの管理パスワードがリセットされ、BIOS 
パスワードがクリアされます。

詳細は、Sun Fire X4600 サーバーのサービスマニュアルを参照してください。

81
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温度、電圧、およびファンセンサー
Sun Fire X4600 サーバー には、センサーがしきい値を超えるとシステムイベントロ
グ (SEL) にエントリを生成する多数のセンサーが含まれています。これらのセンサー
測定値の多くを使用してファン速度を調整し、また LED を点灯させたりシャーシの
電源を切ったりするなどのその他の操作を行います。

これらのセンサーはまた、『Integrated Lights Out Manager Administration Guide 
(Integrated Lights Out Manager 管理ガイド )』(819-6808) に記載されているように、
IPMI PET トラップを生成するように設定することもできます。

このセクションではセンサーについて説明し、その操作に関する詳細を提供します。

シャーシセンサー

sys.intsw

このセンサーは、シャーシ侵入の切り替えの状態を示します。CPU 領域のシャーシカ
バーが開かれると、このセンサーからログへイベントの書き込みが行われます。

sys.psfail

このセンサーは、前面パネルの PS 障害 / 後面 LED の現在の状態を示します。
このセンサーはイベントを生成しません。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 General chassis 
intrusion ( 一般的な
シャーシ侵入 ) 

あり シャーシ侵入の切り替えが有効になって
います。

0x0000 なし シャーシ侵入の切り替えが無効になって
おり、侵害されていません。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted ( 障害
予測アサート停止 ) 

なし この状態は、前面パネルの後面 /PS LED が
オフになっていることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害
予測アサート ) 

なし この状態は、前面パネルの後面 /PS LED が
オンになっていることを示します。
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sys.tempfail

このセンサーは、前面パネルの異常な温度上昇 LED の現在の状態を示します。
このセンサーはイベントを生成しません。

sys.fanfail

このセンサーは、前面パネルのファン障害 / 上部 LED の現在の状態を示します。
このセンサーはイベントを生成しません。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted ( 障害
予測アサート停止 ) 

なし この状態は、前面パネルの異常な温度上昇 
LED がオフになっていることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害予測
アサート ) 

なし この状態は、前面パネルの異常な温度上昇 
LED がオンになっていることを示します。
有効の場合、これは温度センサーで重大なエ
ラー状態のしきい値を超える値が測定されて
おり、このまま温度が上昇するとシステムで
障害が発生する場合があることを意味してい
ます。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted ( 障害
予測アサート停止 ) 

なし この状態は、前面パネルの上部 / ファン LED が
オフになっていることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害
予測アサート ) 

なし この状態は、前面パネルの上部 / ファン LED が
オンになっていることを示します。有効の場合、
これは前面からアクセスできるファンに障害があ
り、交換する必要があることを意味しています。

障害のあるファンを確認するには、前面カバー
を開き、オンになっている黄色の障害 LED を探
します。
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前面および後面パネルのセンサー

fp.prsnt

このセンサーは、前面パネル基板の有無を監視します。

sys.power

このセンサーは、前面と後面パネルにある電源 LED の直近の状態を示します。
このセンサーはイベントを生成しません。

sys.locate

このセンサーは、前面と後面パネルにある位置特定 LED の直近の状態を示します。
このセンサーはイベントを生成しません。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Device Absent 
( デバイスなし ) 

なし この状態は、前面パネル基板がないことを示します。

0x0002 Device Present 
( デバイスあり ) 

なし この状態は、前面パネル基板があることを示します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 State 
Deasserted 
( アサート停止 ) 

なし この状態は、前面パネルの電源 LED がオフになって
いることを示します。

0x0002 State Asserted
( 発動 ) 

なし これは、前面パネルの電源 LED がオンになっている
ことを示します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 State 
Deasserted 
(アサート停止 ) 

なし この状態は、前面パネルの位置特定 LED がオフに
なっていることを示します。

0x0002 State Asserted 
( 発動 ) 

なし この状態は、前面パネルの位置特定 LED がオンに
なっていることを示します。
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sys.locate.btn

このセンサーは、前面および後面パネルの位置特定ボタンを監視します。

sys.alert

このセンサーは、前面と後面パネルにある警告 LED の直近の状態を示します。
このセンサーはイベントを生成しません。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 State 
Deasserted
( アサート
停止 ) 

なし この状態は、前面および後面パネルの位置特定ボタンが
押されていないことを示します。

0x0002 State 
Asserted
( 発動 ) 

あり この状態は、前面または後面パネルのいずれかの位置特
定ボタンが押されていることを示します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 State 
Deasserted 
( アサート
停止 ) 

なし この状態は、前面パネルの警告 LED がオフになって
いることを示します。

0x0002 State 
Asserted
( 発動 ) 

なし この状態は、前面パネルの警告 LED がオンになって
いることを示します。
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マザーボード温度センサー

mb.t_amb0、mb.t_amb1、および mb.t_amb2

これら 3 つのセンサーは、対応するマザーボード上の内部温度センサーチップの周辺
温度を監視します。

これらの温度センサーは監視されており、前面パネルの LED の状態に影響します。
ただし、これらのセンサーは、ファン速度を制御するためには使用されていません。
また、回復不可能なときにシステムの電源をオフにするのにも使用されていません。

しきい値 指示 イベント 説明 動作

Upper Non-
Critical ( 中程度
のエラー状態
上限 ) 

Assert
( アサート ) 

なし 温度が中程度のエラー状
態のしきい値を超える値
まで上昇しました。

異常な温度上昇 LED は
オフです。

システム警告 LED はオフ
です。

Upper Non-
Critical ( 中程度
のエラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

なし 中程度のエラー状態から
通常に温度が戻りました。

異常な温度上昇 LED は
オフです。

システム警告 LED はオフ
です。

Upper Critical
( 重大なエラー
状態上限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり 重大なエラー状態から中
程度のエラー状態に温度
が戻りました。

異常な温度上昇 LED は
オンです。

システム警告 LED は低速
です。

Upper Critical
( 重大なエラー
状態上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり 温度が重大なエラー状態
のしきい値を超える値ま
で上昇しました。

異常な温度上昇 LED は
オフです。

システム警告 LED はオフ
です。

Upper Non-
Recoverable
( 回復不可能な
状態上限 ) 

Assert
( アサート ) 

あり 温度が回復不可能な状態
のしきい値を超える値ま
で上昇しました。

異常な温度上昇 LED は
オンです。

システム警告 LED は低速
です。

Upper Non-
Recoverable
( 回復不可能な
状態上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり 回復不可能な状態から重
大なエラー状態に温度が
戻りました。

異常な温度上昇 LED は
オンです。

システム警告 LED は低速
です。
10 Sun Fire x4600 用 ILOM 管理ガイド補足ドキュメント • 2006 年 5 月



電源センサー

Sun Fire X4600 サーバーには 4 つの電源を取り付けることができるので、各電源に 
1 つずつ、4 つの電源センサーがあります。X は、0 ～ 3 の電源番号を示します。

psX.prsnt

このセンサーは、対応する電源の有無を示します。

psX.vinok

このセンサーは、対応する電源が AC 電源に接続されているかどうかを示します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Device Absent
( デバイスなし ) 

あり 電源 0 はありません。

0x0002 Device Present
( デバイスあり ) 

あり 電源 0 はあります。

測定値 状態 イベント 説明 動作

0x0001 State 
Deasserted 
(アサート停止 ) 

あり 電源が AC 電源から引き抜か
れています。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。

システム警告 LED は低速
です。

0x0002 State Asserted 
( 発動 ) 

あり 電源が AC 電源に接続されて
います。

PS 障害 / 後面 LED はオフ
です。

システム警告 LED はオフ
です。
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psX.pwrok

このセンサーは、対応する電源がオンになっており、システムに電源を供給している
かどうかを示します。

I/O センサー

io.prsnt

このセンサーは、4 ディスク I/O 基板存在信号を監視します。

io.hddX.fail

このセンサーは、対応するハードドライブ障害 LED の状態を示します。

Sun Fire X4600 サーバーには 4 つのハードドライブを取り付けることができるので、
4 つのセンサーがあります。X は、0 ～ 3 のハードドライブ番号を示します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 State Deasserted 
( アサート停止 ) 

あり 電源はオフです。psX.pwrok がオンのときにこ
の電源がオフの場合、障害と見なされ、動作は次
のようになります。

- PS 障害 / 後面 LED はオンです。

- システム警告 LED は低速です。

0x0002 State Asserted 
( 発動 ) 

あり 電源 X はオンです。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Device Absent 
(デバイスなし ) 

なし この状態は、4 ディスク I/O 基板がないことを示し
ます。

0x0002 Device Present 
(デバイスあり ) 

なし この状態は、4 ディスク I/O 基板があることを示し
ます。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted 
( 障害予測アサート
停止 ) 

なし この状態は、対応する HDD 障害 LED がオフに
なっていることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害予測
アサート ) 

あり この状態は、対応する HDD 障害 LED がオンに
なっていることを示します。
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ファンセンサー

Sun Fire X4600 サーバーには 4 つのファントレイを取り付けることができるので、
4 つのセンサーがあります。X は、0 ～ 3 のファントレイモジュール番号を示します。

ftX.fm0.prsnt

このセンサーは、対応するファントレイモジュールの存在を示します。

ftX.fm0.f0.speed

上部のアクセスできるファン速度センサーはすべて同じイベントを生成するように設
定されており、すべての障害は同じように処理されます。ホストの電源がオフのとき
には監視されません。

このセンサーは、対応するファントレイモジュール ( ファンモジュール 0、ファン 0) 
でファンの速度を監視します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Device Absent
( デバイスなし ) 

あり この状態は、対応するファントレイモジュールが
ないことを示します。

0x0002 Device Present 
( デバイスあり ) 

あり この状態は、対応するファントレイモジュールが
あることを示します。

しきい値  指示  イベント  説明  動作

Lower Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態下限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり ファン速度が回復不可能
な状態下限のしきい値未
満の値まで減少しま
した。

これはファンに障害があ
るか、または取り外され
ていることを示します。

ファン障害 / 上部 LED はオン
です。

トレイ X モジュール Y 障害 
LED はオンです。

システム警告 LED は低速です。

Lower Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態下限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり 回復不可能な状態下限か
ら通常にファン速度が戻
りました。

これはファンが通常に
戻ったか、または交換さ
れたことを示します。

ファン障害 / 上部 LED はオフ
です。

トレイ X モジュール Y 障害 
LED はオフです。

システム警告 LED はオフです。
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ftX.fm0.fail

これは、対応するファントレイ ( ファンモジュール 0 の障害 LED) の状態を示す LED 
インジケータセンサーです。これはファンのしきい値イベントに関して点灯します。

CPU センサー

システムには 8 つの CPU を搭載することができます。対応するセンサーには 0 ～ 7 
の番号が付けられます。ここでは、センサー名は X で示されています。

pX.prsnt

このセンサーは CPU の有無を監視します。

pX.cardok

このセンサーは、CPU カードから送られる、カードが正常であることを示す信号を監
視します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted ( 障害
予測アサート停止 ) 

なし この状態は、トレイ X ファンモジュール 0 の 
LED がオフであることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害
予測アサート ) 

あり この状態は、トレイ X ファンモジュール 0 の 
LED がオンであることを示します。これはファ
ンのしきい値イベントに対応して点灯します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Device Absent 
(デバイスなし ) 

なし この状態は、CPU がないこと、またはスロットに
フィラーカードが取り付けられていることを示し
ます。

0x0002 Device Present 
(デバイスあり ) 

なし この状態は、CPU があることを示します。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 State 
Deasserted
(アサート停止 ) 

なし この状態は、CPU カードが正常に機能している
ことを示します。

0x0002 State Asserted 
( 発動 ) 

なし この状態は、CPU カードが正常に機能していない
ことを示します。
14 Sun Fire x4600 用 ILOM 管理ガイド補足ドキュメント • 2006 年 5 月



pX.fail

このセンサーは、対応する CPU の障害 LED の状態を示す LED インジケータセン
サーです。これは CPU 電圧および温度イベントに関して点灯します。

pX.dY.fail

CPU カードごとに 4 つの DIMM があります。Y は 0 ～ 3 のいずれかの数字になり
ます。

このセンサーは、対応する CPU および DIMM の障害 LED の状態を示す LED イン
ジケータセンサーで、ECC エラーに対応して点灯します。この DIMM は、p0.d1.fail 
を同じ 128 ビット ECC メモリペアの一部として含むペア 0 の一部です。ペアの 1 つ
が障害を示すと、それと同時に同じペアの両方の LED が点灯されます。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted ( 障害
予測アサート停止 ) 

なし この状態は、対応する CPU の障害 LED が
オフになっていることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害予測
アサート ) 

あり この状態は、対応する CPU の障害 LED が
オンになっていることを示します。

これは CPU 電圧または CPU 温度イベントに
対応して点灯します。

有効の場合、どの種類のイベントが発生して
いるのかを示すために、システム警告 LED 
が低速で点滅しているか、PS 障害 / 後面 
LED または異常な温度上昇 LED がオンに
なっているはずです。

測定値 状態 イベント 説明

0x0001 Predictive Failure 
Deasserted ( 障害予
測アサート停止 ) 

なし この状態は、対応する CPU/DIMM 障害 LED 
がオフになっていることを示します。

0x0002 Predictive Failure 
Asserted ( 障害予測
アサート ) 

あり この状態は、対応する CPU/DIMM 障害 LED 
がオンになっていることを示します。
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CPU カード (0 ～ 7) ファン制御温度センサー

このカテゴリの温度センサーは、ファン制御アルゴリズムへの入力として使用されて
おり、回復不可能な場合にはシステムの電源をオフにするのにも使用されます。セン
サーの状態は前面パネル LED の状態にも影響を与えます。CPU カードは 8 つありま
す。CPU カードごとに 2 つの温度センサーがあり、1 つのセンサーは空気吸入を、そ
してもう 1 つは CPU コアを監視します。

pX.t_amb

このセンサーは、CPU カード上の LM87 チップからの周辺温度を監視します。ホス
トの電源がオフのときには監視されません。X は、0 ～ 7 の CPU カードを示します。 

しきい値 指示 イベント 説明 動作

Upper Non-
Critical
( 中程度の
エラー状態
上限 ) 

Assert 
(アサート ) 

なし 前面パネルの周辺温度が中程度の
エラー状態のしきい値を超える値
まで上昇しました。

異常な温度上昇 LED 
はオフです。

システム警告 LED は
オフです。

Upper Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

なし 前面パネルの周辺温度が中程度の
エラー状態から通常に戻りました。

異常な温度上昇 LED 
はオフです。

システム警告 LED は
オフです。

Upper 
Critical 
( 重大な
エラー状態
上限 ) 

Assert 
(アサート ) 

あり 前面パネルの周辺温度が重大なエ
ラー状態のしきい値を超える値ま
で上昇しました。

異常な温度上昇 LED 
はオンです。

システム警告 LED は
低速です。

Upper 
Critical 
( 重大なエ
ラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり 前面パネルの周辺温度が重大なエ
ラー状態から中程度のエラー状態
に戻りました。

異常な温度上昇 LED 
はオフです。

システム警告 LED は
オフです。

Upper Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態上限 ) 

Assert 
(アサート ) 

あり 前面パネルの周辺温度が回復不可
能な状態のしきい値を超える値ま
で上昇しました。

異常な温度上昇 LED 
はオンです。

システム警告 LED は
低速です。

システムの電源はオ
フです。

Upper Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり 前面パネルの周辺温度が回復不可
能な状態から重大なエラー状態に
戻りました。

異常な温度上昇 LED 
はオンです。

システム警告 LED は
低速です。
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pX.t_core

これらのセンサーは、CPU カード上の LM87 チップからの CPU コア温度を監視しま
す。ホストの電源がオフのときには監視されません。X は、0 ～ 7 の CPU を示します。

しきい値 指示 イベント 説明 動作

Upper Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
上限 ) 

Assert 
( アサート ) 

なし CPU ダイ温度が中程
度のエラー状態のしき
い値を超える値まで上
昇しました。

異常な温度上昇 LED はオフ
です。
CPU 障害 LED はオフです。
システム警告 LED はオフです。

Upper Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

なし CPU ダイ温度が中程
度のエラー状態から通
常に戻りました。

異常な温度上昇 LED はオフ
です。
CPU 障害 LED はオフです。
システム警告 LED はオフです。

Upper 
Critical 
( 重大な
エラー状態
上限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり CPU ダイ温度が重大
なエラー状態のしきい
値を超える値まで上昇
しました。

異常な温度上昇 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速です。

Upper 
Critical 
( 重大な
エラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり CPU ダイ温度が重大
なエラー状態から中程
度のエラー状態に戻り
ました。

異常な温度上昇 LED はオフ
です。
CPU 障害 LED はオフです。
システム警告 LED はオフです。

Upper Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態上限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり CPU ダイ温度が回復
不可能な状態のしきい
値を超える値まで上昇
しました。

異常な温度上昇 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速です。
システムの電源はオフです。

Upper Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態上限 ) 

Deassert
( アサート
停止 ) 

あり 回復不可能な状態から
重大なエラー状態に 
CPU ダイ温度が戻り
ました。

異常な温度上昇 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速です。
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CPU 電圧センサー

Sun Fire X4600 サーバーでは、0 ～ 7 の 8 つの CPU カードがサポートされます。

CPU 0 電圧センサーはすべて同じイベントを生成するように設定されており、障害は
同じように処理されます。

pX.v_+2v5

このセンサーは CPU 2.5V コア入力を監視します。ホストの電源がオフのときには監
視されません。

pX.v_core

このセンサーは CPU コアプログラム可能な出力を監視します。ホストの電源がオフ
のときには監視されません。

pX.v_+3v3aux_r

このセンサーは CPU 3.3V AUX 入力を監視します。

pX.v_+12v

このセンサーは CPU12V コア入力を監視します。ホストの電源がオフのときには監
視されません。

pX.v_+3v3led

このセンサーは CPU +3.3v LED 入力を監視します。ホストの電源がオフのときには
監視されません。

pX.v_+1v2

このセンサーは CPU 1.2V コア入力を監視します。ホストの電源がオフのときには監
視されません。
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pX.v_+1v25core

このセンサーは CPU 1.25V コア入力を監視します。ホストの電源がオフのときには
監視されません。

しきい値 指示 イベント 説明 動作

Lower Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
下限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり CPU 電圧が中程度のエ
ラー状態下限のしきい値未
満の値まで減少しました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。

Lower Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
下限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり CPU 電圧が中程度のエ
ラー状態下限から通常に戻
りました。

PS 障害 / 後面 LED はオフ
です。
CPU 障害 LED はオフです。
システム警告 LED はオフ
です。

Lower 
Critical 
( 重大な
エラー状態
下限 ) 

Assert
( アサート ) 

あり CPU 電圧が重大なエラー
状態下限のしきい値未満の
値まで減少しました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。

Lower 
Critical 
( 重大なエ
ラー状態下
限 ) 

Deassert
( アサート
停止 ) 

あり CPU 電圧が重大なエラー状
態下限から中程度のエラー
状態下限に戻りました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。

CPU 障害 LED はオンです。

システム警告 LED は低速
です。

Lower Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態下限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり CPU 電圧が回復不可能な
状態下限のしきい値未満の
値まで減少しました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。

CPU 障害 LED はオンです。

システム警告 LED は低速
です。

Lower Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態下限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり CPU 電圧が回復不可能な
状態下限から重大なエラー
状態下限に戻りました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速で
す。

Upper Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
上限 ) 

Assert
( アサート ) 

あり CPU 電圧が中程度のエラー
状態上限のしきい値を超え
る値まで上昇しました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。
 Sun Fire X4600 サーバー用 ILOM 補足ドキュメント 19



Upper Non-
Critical 
( 中程度の
エラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり CPU 電圧が中程度のエ
ラー状態上限から通常に戻
りました。

PS 障害 / 後面 LED はオフ
です。
CPU 障害 LED はオフです。
システム警告 LED はオフ
です。

Upper 
Critical 
( 重大な
エラー状態
上限 ) 

Assert 
( アサート ) 

あり CPU 電圧が重大なエラー
状態上限のしきい値を超え
る値まで上昇しました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。

Upper 
Critical 
( 重大な
エラー状態
上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり CPU 電圧が重大なエラー
状態上限から中程度の
エラー状態上限に戻りま
した。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。

Upper Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態上限 ) 

Assert
( アサート ) 

あり CPU 電圧が回復不可能な
状態上限のしきい値を超え
る値まで上昇しました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。

Upper Non-
Recoverable 
( 回復不可能
な状態上限 ) 

Deassert 
( アサート
停止 ) 

あり CPU 電圧が回復不可能な
状態上限から重大なエラー
状態上限に戻りました。

PS 障害 / 後面 LED はオン
です。
CPU 障害 LED はオンです。
システム警告 LED は低速
です。

しきい値 指示 イベント 説明 動作
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